
   

 

「平成 28 年熊本地震」に関する 

建設資材情報 

(平成 29 年 4 月 25 日) 

このたびの地震により被災された方々に心よりお見舞いを申し上げます。 

平成 29 年 4 月 14 日までに収集した情報をもとに、復旧工事に必要となる建

設資材の状況をお知らせいたします。 

ご多忙のなか、情報を提供いただきました皆さまに深く感謝いたします。今

後とも、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

お問合せ先 

一般財団法人 建設物価調査会 

災害関連資材情報室(調査統括部内） 電話 03-3663-3892 

九州支部 電話 092-481-0951 

 



 - 1 - 一般財団法人建設物価調査会 

■ レディーミクストコンクリート 

熊本県 需給均衡 

熊本地区では住宅工事など小口物件の急増から小型車需要が増加し、小型車両や運

転手が不足する状況が発生している。 

■ 骨材・砕石 

熊本県 需給ややひっ迫 

復旧工事が本格化し、需給はひっ迫しつつある。 

■ 再生アスファルト混合物 

熊本県 需給ややひっ迫 

復旧工事が本格化し、需給はひっ迫しつつある。 

■ コンクリート二次製品 

熊本県 需給均衡 

復旧工事が本格化しているが、製品の供給に関して問題は見られない。 

■ 異形棒鋼 

熊本県 需給均衡 

復旧工事が本格化しているが、製品の供給に関して問題は見られない。 

■ Ｈ形鋼 

熊本県 需給均衡 

復旧工事が本格化しているが、製品の供給に関して問題は見られない。 

■ 鋼矢板 

九州 需給均衡 

復旧工事が活発化しているが、製品の供給に関して問題は見られない。 

■ セメント 

熊本県 需給均衡 

復旧工事が本格化し、運搬車両及び運転手の不足感が出始めている。 

■ 仮設土木用材（くい丸太） 

熊本県 需給均衡 

復旧工事が本格化しているが、製品の供給に関して問題は見られない。 

■ 足場材 

九州 需給均衡 

復旧工事が活発化しているが、製品の供給に関して問題は見られない。 

 



 - 2 - 一般財団法人建設物価調査会 

■ コンクリート型枠用合板 

熊本県 需給均衡 

製品の供給に関して問題は見られない。 

■ ブルーシート 

九州 需給均衡 

復旧工事が活発化しているが、製品の供給に関して問題は見られない。 

■ 仮設ハウス 

九州 需給均衡 

復旧工事が活発化しているが、製品の供給に関して問題は見られない。 

■ 簡易トイレ 

九州 需給均衡 

復旧工事が活発化しているが、製品の供給に関して問題は見られない。 

■ 土のう 

九州 需給均衡 

復旧工事が動き出したが、製品の供給に関して問題は見られない。 

■ 屋根材  粘土がわら 

九州 需給均衡 

粘土がわらの需給は均衡しているが、職人は不足気味。 

■ ガラス 

九州 需給均衡 

製品の供給に関して問題は見られない。 

■ 構造用合板 

九州 ややひっ迫 

復旧工事が本格化し、製品の供給はややひっ迫している。 

■ 電線・ケーブル 

九州 需給均衡 

製品の供給に関して問題は見られない。 

■ 硬質ポリ塩化ビニル管 

九州 需給均衡 

製品の供給に関して問題は見られない。 

 



 - 3 - 一般財団法人建設物価調査会 

■ 燃料油 

九州 需給均衡 

復旧工事が本格化しているが、製品の供給に関して問題は見られない。 

■ 重仮設リース 

九州 需給均衡 

復旧工事が活発化していることに加え、年度末の需要期であることから稼働状況

は高水準で推移しているが、製品の供給に関して問題は見られない。 

■ 敷鉄板リース 

九州 需給均衡 

復旧工事が活発化していることに加え、年度末の需要期であることから稼働状況

は高水準で推移しているが、製品の供給に関して問題は見られない。 

■ 建設機械賃貸料金 

九州 ややひっ迫 

解体工事が増加したことでバックホウとダンプの需給がひっ迫しつつある。 

■ 移動式クレーン作業料金 

九州 ややひっ迫 

復旧工事が本格化し、需給はひっ迫しつつある。 

 

－「建築コスト情報」春号 市況変動情報－

■ 鉄筋工事 

熊本県 震災復旧工事により需要は好調で、増加傾向が続いている。 

市街地再開発事業も始まり、需要は活発化の様相を見せている。 

こうした状況を背景に、専門工事業者は値上げ対し強気の姿勢を取っており、値上

げ浸透の動きは速い。 

先行き、強基調の展開が続く見込み。 

■ 型枠工事 

熊本県 震災復旧工事が本格化し需要は好調。 

需要増が続くなか、労働力不足が目立ってきている。 

専門工事業者は労働力を確保するため、値上げの意向が強い。 

総合工事業者も深刻化する労働力不足に理解を示していることから、価格の上昇は

続くとの見方が多い。 

先行き、強基調が続く公算が大きい。 

以 上 


